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龍谷大学世界仏教文化研究センター  

2016 年度学術講演会  

 

 

 

【 講 義 の ポ イ ン ト 】  
チ ベ ッ ト 学 の 研 究 者 で あ る ヤ エ ル ・ ベ ン ト ー ル 博 士 に よ る 、 仏 教 に

お け る 女 性 と 悟 り に 関 す る 講 演 。 「 女 性 は 悟 り を 得 る こ と が で き る の

か 」 と い う 問 題 を め ぐ っ て 、 パ ー リ ( P ā l i )、 大 乗 (M a h ā y ā n a )、 金 剛 乗

(V a j r a y ā n a )そ れ ぞ れ の 仏 典 に 見 ら れ る 女 性 観 が 明 示 さ れ た 。さ ら に そ

れ ら 仏 典 の 女 性 観 を 踏 ま え て 、 金 剛 乗 の 修 行 を 行 う な ら ば 、 男 性 だ け

で な く 女 性 も ま た 、 そ の 身 の ま ま に 悟 り を 獲 得 で き る 可 能 性 が あ る 、

ツ ォ ン カ パ の よ う な 影 響 力 あ る チ ベ ッ ト 仏 教 思 想 家 が そ の 可 能 性 を 明

言 し て い る こ と を 、 ベ ン ト ー ル 博 士 は 指 摘 し た 。 ベ ン ト ー ル 博 士 の 見

解 は 、 従 来 の 研 究 の そ れ と は 大 い に 異 な る 、 き わ め て ユ ニ ー ク な も の

と 言 え る 。  
 

 

講 演 名  

  

Can  Wome n  A t t a i n  En l i gh te nme n t  t h r ough  

Va j r ay āna  P r a c t i c e s ?  (女 性 は 金 剛 乗 の 修 行 で 悟 り を

得 ら れ る か ？ )  

 

開 催 日 時  

 

2 0 1 6 年 4 月 1 1 日 （ 月 ） 1 7 : 0 0～ 1 8 : 3 0  

場 所  

 

龍 谷 大 学 大 宮 学 舎 西 黌 2 階 大 会 議 室  

講 演 者  D r .  Y ae l  B e n t o r  (ヘ ブ ラ イ 大 学 教 授 )  

コ メ ン テ ー タ ー  ス ダ ン ・ シ ャ キ ャ 氏 （ 種 智 院 大 学 准 教 授 ）  

開 会 の 挨 拶  
 

若 原 雄 昭 氏 （ 龍 谷 大 学 副 学 長 、 文 学 部 教 授 ）  

 

司 会  
亀 山 隆 彦 氏 （ 世 界 仏 教 文 化 研 究 セ ン タ ー リ サ ー チ ・ ア シ

ス タ ン ト ）  

主 催  

 

龍 谷 大 学  世 界 仏 教 文 化 研 究 セ ン タ ー  

共 催  龍 谷 学 会  

協 力  

 

龍 谷 大 学 ア ジ ア 仏 教 文 化 研 究 セ ン タ ー  

参 加 人 数  2 0
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【 講 義 の 概 要 】  

■ 原 始 仏 教 経 典  

原 始 仏 教 の い く つ か の 経 典 に お い て は (例 え ば 『 マ ッ ジ マ ニ カ ー ヤ 』

M a j j i h i m a  N i k ā y a 中 の t h e  B a h u d h ā t u k a  S u t t a〔 S u t t a  1 1 5 .  1 5〕 )、 女 性 が

悟 り を 得 る こ と は 不 可 能 で あ る と さ れ る 。 ま た 女 性 は 、 仏 陀 ・ 転 輪 聖

王 ・ 因 陀 羅 ・ 魔 羅 ・ 梵 天 に な る こ と が で き な い と も 言 わ れ る 。 そ の 一

方 で 、 女 性 は 阿 羅 漢 に な る こ と が で き る と 記 さ れ て い る 仏 典 も あ る 。

ま た 、ソ マ ー 比 丘 尼 ( t h e  B h i k k h u n i  S o m ā )の エ ピ ソ ー ド に お い て は 、男

性 と 女 性 が 平 等 に 悟 り を 得 る 可 能 性 が 示 さ れ て い る 。  

 

■ 大 乗 経 典  

「 原 始 仏 教 は 女 性 蔑 視 的 、大 乗 は よ り 平 等 で あ る 」と い う 一 般 化 は 、

現 在 に お い て は 必 ず し も 当 て は ま る も の で は な く 、 む し ろ 誇 張 で あ る

と さ れ て い る 。 確 か に 、 大 乗 経 典 に お い て は 善 男 善 女 ( k u l a p u t r a  a n d  

k u l a d u h i t r )を 等 し く 扱 っ て い る 。 し か し 、 そ れ が 全 て で は な い 。 例 え

ば 、 2～ 3 世 紀 の『 無 量 寿 経 』 ( S u k h ā v a t ī v y ū h a  S ū t r a )の 初 期 漢 訳 に よ る

と 、 浄 土 に は 女 性 は い な い の で あ る 。 そ こ に 行 く た め に は 、 男 に 生 ま

れ 変 わ ら ね ば な ら な い 。 『 菩 薩 地 』 (B o d h i s a t t v a - B h ū m i )に お い て は 、

ア サ ン ガ は 女 性 が 悟 る こ と が で き な い 立 場 を 貫 い て い る 。 た だ 、 『 法

華 経 』 ( L o t u s  S ū t r a )に お い て は 、 龍 王 サ ー ガ ラ ( S ā g a r a ,  t h e  N ā g a  k i n g )

の 8 歳 の 娘 が 、 男 性 の 身 体 に 変 身 す る こ と に よ っ て 悟 り を 得 た と 書 か

れ て い る 。 『 八 千 頌 般 若 経 』 に も 、 仏 陀 が 、 ガ ン ジ ス 川 の 女 神

(G a ṅ g ā - d e v ī )が 男 と し て 生 ま れ 変 わ り 、 仏 国 土 で 悟 り を 得 る と 予 言

し た と い う 話 が あ る 。  

 

■ 金 剛 乗 経 典  

 金 剛 乗 の 経 典 に お い て は 、 男 性 と 女 性 が 一 緒 に 修 行 す る こ と が 、 男
、

性 修 行 者 の 視 点 か ら
、 、 、 、 、 、 、 、 、

書 か れ て い る 。 タ ン ト ラ 的 合 一 は 、 女 性 と 男 性 と

が 相 互 に 開 放 的 な 修 行 に な る よ う 、 デ ザ イ ン さ れ て い る 。 チ ベ ッ ト 仏

教 最 高 の 学 僧 で あ る ツ ォ ン カ パ (T s o n g - k h a - p a ,  1 3 5 7 - 1 4 1 9 )が 言 う よ う

に 、 男 性 は 方 便 ( u p ā y a )、 女 性 は 智 慧 ( p r a j ñ ā )を 意 味 し 、 両 者 の 合 一 は

菩 薩 の 悟 り へ の 道 の 基 礎 と な る も の と さ れ て い る 。 原 始 仏 教 や 大 乗 仏

教 と は 異 な り 、 金 剛 乗 で は 、 修 行 者 は 、 悟 り を 得 る た め に 死 と 再 生 を

経 験 す る こ と は な い 。 男 女 と も に 、 平 等 に 悟 り の 道 が 開 か れ て い る の

で あ る 。  
 

【 ま と め 】  
ベ ン ト ー ル 博 士 の 見 解 は 、 従 来 の 研 究 の そ れ と は 異 な り 、 金 剛 乗 の

修 行 に お け る 女 性 の 意 義 を 積 極 的 に 見 出 す も の と 言 え よ う 。  

原 始 仏 教 と 大 乗 は 、 基 本 的 に 女 性 が 悟 り を 得 る 可 能 性 に 対 し て 否 定

的 で あ る が 、 竜 王 の 娘 の 話 や ガ ン ジ ス 川 の 女 神 の 話 な ど か ら も わ か る

よ う に 、 両 者 は ま た 、 女 性 が 悟 り を 開 く こ と に 対 し て 、 禁 止 と 許 容 と

の 間 で 揺 れ て も い る 。ま た『 大 宝 積 経 』（ M a h ā r a t n a k ū ṭ a  S ū t r a）で は 、

「 女 性 の 肉 体 で あ っ て も 男 性 の 肉 体 で あ っ て も 、 真 実 の 覚 り は 達 成 さ

れ な い （ 中 略 ） 何 故 な ら 、 完 全 な 覚 り の 達 成 な ど ど こ に も 存 在 し な い

か ら だ 」 と 説 か れ て い る 。 そ こ に は 、 空 の 思 想 が 基 礎 と し て あ る 。  

 ツ ォ ン カ パ の 言 う よ う に 、 金 剛 乗 に お い て 女 性 が 智 慧 、 男 性 が 方 便

で あ る と す る と 、 そ れ は 結 局 、 男 女 は 、 主 客 あ る い は 主 従 の 関 係 と い

う こ と に な る の だ ろ う か 。 も し く は 、 多 く の タ ン ト ラ の テ キ ス ト は 、

男 性 の た め に 書 か れ て い る が 、 そ れ は 、 つ ま り 男 性 修 行 者 が 悟 り を 得
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る た め に 、女 性 は 利 用 さ れ る だ け と い う こ と な の で あ ろ う か 。――こ の

よ う な 主 張 は 果 た し て 正 当 性 を 持 つ で あ ろ う か 。  

 ミ ラ ン ダ ・ シ ャ ウ (M i r a n d a  S h a w )も 主 張 し て い る よ う に 、 金 剛 乗 に

お け る 女 性 修 行 者 は 、 き っ と 、 ど の よ う な 段 階 で あ れ 、 悟 り を 得 る こ

と に 対 し て 障 壁 は な い は ず で あ る 。  

 

 

 

【 ス ダ ン ・ シ ャ キ ャ 氏 か ら の コ メ ン ト 】  
 

 ネ パ ー ル 仏 教 の 視 点 か ら コ メ ン ト が な さ れ た 。ネ パ ー ル 仏 教 で は 、

理 論 上 は 男 女 と も に 生 前 い か に 悪 業 を 行 っ て も 成 仏 は で き る と さ れ

て い る 。 し か し 実 際 は 、 灌 頂 儀 礼 を 受 け る こ と が で き る の は 、 男 性

だ け で あ る 。こ の 儀 礼 の 下 準 備 は 、女 性 が 参 加 で き る こ と も あ る が 、

儀 礼 そ の も の に は 参 加 で き な い 。 結 局 は 、 ネ パ ー ル 仏 教 に お い て も

や は り 男 性 が 優 位 と さ れ て い る の で あ る 。  

 

 

【 文 責 】  龍 谷 大 学 世 界 仏 教 文 化 研 究 セ ン タ ー  唐 澤 太 輔  


